
保土谷化学グループは、「PURPOSE（経営理念）」「VISION（目指す企業像）」
に従い、中長期的に持続可能な地球・社会の実現に向けた責任を果たすため、
「経済利益の追求と社会課題の解決を両立させ、全てのステークホルダーに
価値を提供する」ことを基本とし、企業活動を行っております。

※  表紙は、保土谷化学グループが、事業戦略のロードマップで展望する5つのメガトレンド（P.32）を念頭に木漏れ日の光の中、環境との調和と未来への希望をイメージしたデザインとし
ております。

私たちは、化学技術の
絶えざる革新を通じ、お客様が期待し
満足する高品質の製品・サービスを
世界に提供し、環境調和型の
生活文化の創造に貢献します。
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　編集方針（発行にあたって）
　保土谷化学グループは、中長期的な価値創造に向けた取り組みについての理解を深めていただくため、2017年度より「統合
報告書」を発行し、株主・投資家の皆様、お客様・お取引先様の皆様、地域・社会の皆様、そして役職員といった全てのステー
クホルダーの皆様との対話を重ねてきました。編集にあたっては、ステークホルダーの皆様に分かりやすく、また、役職員の顔
が見える統合報告書制作に努めております。
　本報告書では、保土谷化学グループの企業価値創造の仕組みや中長期的な企業成長のために保土谷化学グループが取り組
むべきマテリアリティをお示しするとともに、環境、気候変動への取り組みや人材に対する考え方、コーポレート・ガバナンスと
いったESG情報の開示を継続しております。
　また、ホームページでは、引き続き、本報告書では紹介できなかった詳細な製品情報、財務情報やESG情報に加え、グルー
プ会社の詳細な情報について掲出しております。ご参考にしていただくホームページの検索が容易になるよう、QRコード、URL
を記載しておりますのでご利用ください。
　本報告書が、ステークホルダーの皆様に、保土谷化学グループをより一層ご理解いただく一助となれば幸いです。これから
も、本報告書の内容のさらなる充実に努め、ステークホルダーの皆様との対話に役立ててまいります。
※  QRコードの商標は（株）デンソーウェーブの登録商標です。

スペシャリティ製品を軸とした
オリジナリティにあふれるポートフォリオと

環境に優しいモノづくりで、
持続可能な社会の実現に

貢献する企業

VISION
～目指す企業像～

■ 報告対象期間
原則として2024年4月から2025年3月を対象期間としておりますが、
当該期間以前もしくは以後の活動も報告内容に含まれております。
■ 報告対象範囲
保土谷化学工業株式会社を含む保土谷化学グループ各社
■ 発行時期　2025年9月

■ 参考にした主なガイドライン
経済産業省「価値協創ガイダンス」
IFRS財団「国際統合報告フレームワーク」
ISO26000:2010社会的責任に関する手引き
GRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」
環境省「環境報告ガイドライン（2018年版）」
気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）による提言

ステークホルダー 基本的な考え方

地球環境
事業活動に伴い、私たちの地球に排出される全ての化学物質の排出量なら
びに廃棄物の発生量を継続的に低減させることは、化学メーカーの重要な
責務と捉え、継続的な改善に取り組んでおります。

株主・投資家
皆様からの信頼を将来にわたって維持・向上させるため、経営の健全性・
適法性の確保、効率性の向上を経営の最重要課題の一つと位置づけ、コー
ポレート・ガバナンスの充実、強化に取り組んでおります。

お客様
安全で信頼できる製品を安定供給するのはもちろんのこと、安心・安全・
快適で豊かな暮らしを目指し、お客様の期待にお応えできる新しい製品・
サービスの提供に取り組んでおります。

お取引先様
原材料および商品・委託製品のみならず、設備機器の購入にあたっても、
保土谷化学グループの良きパートナーとして、社会課題への対応をともに
進めております。

地域・社会 事業活動を営んでいく上で、コミュニティの持続的発展への貢献を企業市民
として重要な活動と考え、さまざまな地域貢献活動に取り組んでおります。

役職員
保土谷化学グループの「PURPOSE（経営理念）」「VISION（目指す企業
像）」を実現し、企業価値を高めるため、「役職員全員が働きがい（仕事の
やりがい＋働きやすさ）を実感できる」ことを目指しております。

保土谷化学グループのステークホルダー
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